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西村証券 企業調査情報                2026/07/14 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

第一工業製薬（コード 4461） 
◆通期業績推移(連結)（27.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 63,118 2,077 122.8 65.0 7,091 ▲2,008 1,646 15,947 

25.3 73,255 5,351 270.1 100.0 7,528 ▲2,138 ▲5,045 16,556 

26.3 82,886 10,107 606.3 150.0 9,962 ▲3,536 854 23,830 

27.3予 84,000 11,000 631.4 150.0 － － － － 

◆各決算期の中間期業績推移(連結)（27.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 29,200 ▲449 ▲50.0 20.0 2,138 ▲1,009 4,826 15,179 

25.3 35,431 2,474 131.3 45.0 3,501 ▲997 ▲4,372 14,172 

26.3 37,611 3,868 224.0 60.0 2,928 ▲1,267 1,475 19,586 

27.3予 41,000 5,000 282.7 75.0 － － － － 

（CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

ﾊｲｴﾝﾄｻｰﾊﾞ向け低誘電樹脂材料やﾘﾁｳﾑｲｵﾝ二次電池用材料が好調に推移 

26 年 3 月期は、低誘電樹脂材料や電池用材

料が好調に推移し、前年に比べて売上高が

13.1％増に。営業利益は 88.9％増で同社初の

100 億円台乗せとなった。原材料価格高騰が製

品価格転嫁を上回り大幅減益となった 23 年 3

月期を底に、業績は順調に回復。当期には、こ

れまでの 10 年間で最高の売上高営業利益率

（12.2％）を記録するなど、付加価値の高い製

品の売上伸長が業績拡大をけん引している。 

キャッシュ・フロー（以下、CF）において、

現金及び現金同等物の当期末残高は 238 億

3,000 万円（前年比 43.9％増）と大きく伸びた。

営業活動 CF は、税金等調整前当期純利益 98 億

9,200 万円（90.5％増）などから、99 億 6,200

万円の収入（32.3％増）となった。投資活動 CF

は、有形固定資産の取得による支出 36 億 2,200

万円（69.3％増）などから、35 億 3,600 万円の

支出（65.4％増）に。財務活動 CF は、長期借

入金の借入れ及び返済による差引支出 28 億

7,200 万円（5.1％減）、配当金の支払額 11 億

6,100 万円（34.8％増）、自己株式の処分による

収入 51 億 5,100 万円（前年は無し）などから、

8 億 5,400 万円の収入（前年は 50 億 4,500 万

円の支出）となった。 

26/3 期は営業利益が初の 100 億円台乗せ 

 

CFで期末の現金及び現金同等物残高は大きな伸びに 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

当期において、同社の業績拡大を支える「電

子・情報」及び「環境・エネルギー」の両セグメ

ントの好調が目立った。 

電子・情報では、高付加価値の低誘電樹脂材料

でハイエンドサーバ向けが好調なことから、売

上高 305 億 700 万円（前年比 21.8％増）、営業

利益 62 億 300 万円（27.8％増）と大幅に伸長。

環境・エネルギーについても、付加価値の高いリ

チウムイオン二次電池用材料や基板用封止剤の

売上拡大により、売上高 233 億 400 万円（24.5％

増）、営業利益 31 億 4,200 万円（前年は 9,700

万円の損失）と、収益力が大きく改善した。 

25 年 3 月期から半期ごとに見ると、電子・情

報セグメントは売上高、営業利益ともにほぼ増

加基調を持続。環境・エネルギーについては、売

上高は凹凸があるものの右肩上がりの傾向で推

移し、営業利益では 25 年 3 月期の上半期に 2 億

100 万円の赤字を計上したものの、その後は急激

に拡大。26 年 3 月期の下半期には電子・情報の

7 割超にまで迫る利益成長を見せている。 

27 年 3 月期は、売上高 840 億円（前年比 1.3％

増）、営業利益 110 億円（8.8％増）の見通しで、

売上高営業利益率も 13.1％に向上しそうだ。 

主なセグメント別の業績予想では、環境・エ

ネルギーが売上高 250 億円（7.3％増）、営業利

益 37 億円（17.8％増）に、電子・情報が売上高

310 億円（1.6％増）、営業利益 65 億円（4.8％

増）と、同社の業績伸長をけん引する見込み。 

なお、今期の設備投資額は 89 億 9,100 万円

（75.0％増）の計画。需要の拡大している低誘電

樹脂の設備増強や電池材料の新規プラント建設

が主で、16 年 3 月期（84 億 8,500 万円）の数

値を 11 年ぶりに塗り替える規模となりそうだ。 

電子・情報、環境・エネルギーが好調 

今期増収増益予想、設備投資は16/3期の規模を塗り替えへ 
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